
本装置ƸŴ東҅大学ƴおけǔ先端融合領域イノベヸǷョン創出拠点形成プログラ

ムƷ研究成果をǋƱƴ製品҄いたƠまƠたŵ 

ヷ原料容器ŴバルブŴ配管Ŵヒヸタヸ等をユニット҄ 

ヷ4chƷ温調Ʊ最大2個Ʒ高耐久高速バルブを搭載 

ヷǷリアル通信ǋƠくƸETHER NET通信ƴよっƯ全コントロヸルƕ可能 

ヷ原料Ʒ蒸気圧および反応ǬǹƷ種類ƴ応ơƯ6種類Ʒユニットを用意 

ヷ2種類Ʒ原料容器(大：約180mlŴ小：約60ml)を選択可能 

原料ユニット 
低蒸気圧ユニット 

◇ ǬǹƷ輸送ƴǭャリアǬǹを使用 

中蒸気圧ユニット 

◇ ǷンプルƳǷングルバルブ構成 

◇ 高速バルブを採用Ơ最大10Hzư動作 

高蒸気圧ユニット 

◇ バルブ間ƴメǸャヸリングボトルを設置 

◇ バルブƷ開閉回数ƴよǓ供給量を制御 

反応Ǭǹユニット 
流量制御Ʊ圧力制御ƕ選択可能 

Ƿングルラインユニット 

◇ ǷンプルƳǷングルバルブ構成 

◇ ǬǹラインƷ代わǓƴ原料容器を取Ǔ付け

ǔこƱưŴ蒸気ƳƲƷ供給ǋ可能 

ダブルラインユニット 

◇ 2種類ƷǬǹを切Ǔ替えƯ制御 

◇ 同時制御ƴよǔミǭǷングǋ可能 

昇華原料対応ALDユニット 



ࣘーテࣜテー 

電力 

EleĐtriĐ Power 
ϭϬϬV 最大ϳA ϱϬ/ϲϬ Hz 

 ࢫ࢞ャࣜ࢟

Carrier Gas 
Ϭ.ϭ～Ϭ.Ϯ MPa 

精製純度 ϭppď以ୗࢫ࢞ࡢをࡈ用意くࡉࡔいࠋ 

圧縮空気 

Coŵpressed Air  
Ϭ.ϲ ～Ϭ.ϴ MPa 

通信࣏ーࢺ 

Serial port  
ETHERNETࠊRS-ϰϴϱ ;Ϯ線式 ϯϴϰϬϬ ďpsͿ 

連絡先:info@technofine.jp 

株式会社テクノファイン 

〒982-0243 宮城県仙台市太白区秋保町長袋字門前21 

TEL:022-399-2360  FAX:022-399-2380  www.technofine.jp        2017 03 330 

* 本資料ࡢ内容ࠊࡣ製品ࡢ改良伴いࠊ予告࡞く変更ࡇࡿࡍがあࡾまࠋࡍ予ࡈࡵ

確認ࡈୖࡢ発注くࡉࡔいࠋ 

* 本装置ࡣ日本国内࡛ࡢ使用を想定し࡚おࡾまࠋࡍ日本国外࡛使用ࡿࢀࡉ場合

 ࠋいࡉࡔくࡏお問い合わࡎ必事前ࠊࡣ

原料ユニットヷ反応Ǭǹユニット 

種類 

Type  
低蒸気圧原料用ࠊ中蒸気圧原料用ࠊ高蒸気圧原料用ࠊ 

反応ࢫ࢞用;MFCͿࠊ反応ࢫ࢞用;PCVͿ 

 製原料容器ࢫࣛ࢞

PreĐursor ďotle 
大：ϭϴϬ ŵlࠊ小：ϲϬŵl 

金属製ࡢ容器ࡶ対応いࡓしまࡍ 

通信方式 

CoŵŵuŶiĐaioŶ ŵethod  
ETHERNETࠊ RS-ϰϴϱ ;Ϯ線式Ϳ 

制御コ࣐ンࢻ 

CoŶtrol ĐoŵŵaŶd 

 Ϯ種：ࢻン࣐ータ設定コ࣓ࣛࣃ

手動制御コ࣐ンࢻ：Ϯ種 

自動制御実行コ࣐ンࢻ：ϭ種 

 Ϯ種：ࢻン࣐制御コ࣒テࢫࢩ

制御ソࢺࣇ;オࣙࢩࣉンͿ 
Sotware ;OpioŶͿ 

WiŶdows用制御ソࠊࢺࣇタッチࣃネࣝ 

制御対象 

CoŶtrolled systeŵ 

原料容器温度ࣈࣝࣂࠊ温度ࠊ配管温度ࣈࣝࣂࠊ開閉ࠊ 

定常ࣃー࣐ࢬࣛࣉࠊࢪおよびTMP排気タ࣑ング 

原料容器ヒヸタヸ ALDユニットƷ外形(バルブ部を除ƖŴ全ユニット共通) 

最大使用温度：150℃ 

原料容器大用：200 W 

原料容器小用：100 W 

Ǭラǹ製原料ボトル(小) 

;ŵŵͿ 
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高速応答バルブを採用ƠƯいǔたǊŴǷングルバルブ

ユニットưǋ原料供給量Ʒ正確Ƴ調整ƕ可能 
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ダブルバルブユニットưƸバルブƷ開閉回数ư原料供給

量を調整ŵ蒸気圧Ʒ高い原料ưǋ安定Ơた制御ƕ可能 


